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し
て

香南市行政改革

　
平
成
18
年
３
月
１
日
、
旧
５
町
村
そ
れ
ぞ
れ
の
厳
し
い

財
政
事
情
を
抱
え
、
香
南
市
が
誕
生
し
ま
し
た
。

　
本
市
で
は
、
合
併
以
前
か
ら
進
め
て
き
た
各
町
村
の
行

政
改
革
の
流
れ
を
止
め
る
こ
と
な
く
、
事
務
事
業
や
財
政

の
健
全
化
に
向
け
て
見
直
し
を
し
て
き
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
市
民
ニ
ー
ズ
や
地
域
の
課
題
が
、
複
雑
か
つ

多
様
化
し
て
い
く
一
方
、
国
に
よ
る
地
方
分
権
の
推
進
、

三
位
一
体
の
改
革
な
ど
に
よ
り
、
地
方
自
治
体
の
経
営
は

厳
し
い
局
面
を
迎
え
て
い
ま
す
。

 

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
「
合
併
し
て
よ
か
っ
た
」
と
い
わ

れ
る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
く
た
め
に
は
、
こ
れ
ま

で
以
上
の
行
政
能
力
の
向
上
と
、
改
革
へ
の
積
極
的
な
取

り
組
み
が
必
要
で
す
。
ま
た
、行
政
が
市
民
と
一
緒
に
な
っ

て
個
性
や
創
造
性
を
発
揮
し
て
い
く
こ
と
が
、
こ
れ
か
ら

の
香
南
市
の
鍵
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
市
は
、
自
立
し
た
自
治
体
と
し
て
足
腰
の
強
い

経
営
体
質
を
確
立
す
る
た
め
、
市
政
全
般
の
点
検
と
改

革
推
進
の
指
針
と
な
る
「
行
政
改
革
大
綱
」
を
策
定
し
ま

し
た
。

　
今
回
は
行
政
改
革
の
主
な
項
目
の
み
を
掲
載
し
、
具

体
的
な
実
施
計
画
と
し
て
の｢

集
中
改
革
プ
ラ
ン｣

に
つ

い
て
は
今
後
の
広
報
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
な
お
、
大
綱
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
市
役
所
総
務
課
で

ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

香
南
市
行
政
改
革
大
綱
を
策
定
し
ま
し
た
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香南市行政改革大綱

策定にあたっての４つの視点

市民とともに開く
　　明るい市政の推進

健全な財政基盤の確立2.

3.

4.

1.

香南市行政改革の主要項目

合併効果をさらに発揮
　できる行政経営の実現

公共施設の有効利用など
　　新たな運営体制の確立

AKAOKA

KAGAMI

YOSHIKAWA

NOICHI

YASU

●　住民と協働するまちづくり

自治組織やボランティア、民間非営利団体(ＮＰＯ)などの活動を支援
し、市民と行政が協働するまちづくりを進めていく体制を整えます。

● 経費の削減　財政健全化計画の策定、補助金の見直し

●自主財源の確保　市税など徴収率の向上、企業誘致の推進

補助金などを見直し整理統合します。健全な財政基盤を確立するため
財政健全化計画を策定し、経費の削減に努め効率的な財政運営に努め
ます。

公共料金や市税などの、収納率の向上を目指した徴収体制を強化し、使
用料、手数料などについても適正化を図ります。

●　定員管理の適正化　定員適正化計画の策定

●　給与の適正化　人事評価制度の導入

職員定数を削減するため、新規採用の抑制など今後５年間の定員適正
化計画を策定します。

人事評価制度の導入と、その結果を給与に反映させることを検討して
いきます。

●　職員の意識改革　人材育成基本方針の策定(研修体系の確立)

● スリムで柔軟な組織と職員体制

「人材育成基本方針」を策定し、職員の意識改革に努めるとともに職員
の能力開発を効果的に推進し、時代の変化に対応できる人材の育成に
つとめます。

市民にとって、分かりやすく利用しやすい市役所のあり方を検討する
とともに組織を見直し、効率的な行政組織の確立をめざします。

公共施設について、指定管理者制度を積極的に導入し、効果的・効率的
な管理運営に努めます。

●　事務事業の見直し　イベントの統廃合、行政評価制度の導入

●　効率的な管理運営　指定管理者制度の導入、施設の有効活用

費用対効果の視点から事務事業を検証し、廃止を含めた見直しを図る
ため、行政評価制度を導入します。
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